

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ロ ー ド で き る。http://w w w.c i t y.k o b e.l g.j p/
information/data/statistics/toukei/toukeisho/22
toukeisho.html(最終閲覧日2012年10月２日)
４）この「ちず丸」は、本データの整理作業を行なっていた2011
年10月の時点では利用可能であったが、2012年10月に確認
のため当ウェブサイトを閲覧しようとしたところ、サービ
スの提供を終了した後であり、当該サイトを閲覧すること
ができなくなっていた。なお、「ちず丸」で神戸市中央区の
データを入手したサイトのURLは以下であるhttp://www.
chizumaru.com/czm/tellist-28110.htm
５）岡部(1996)では、タウンページの住所データを空間データ
化する方法が述べられているが、そこでは、アドレスマッチ
ングの機能を介して経緯度の座標を得ている。一方、本稿で
利用した「ちず丸」は、経緯度座標を直接入手出来る点で、
データ処理が簡素化されている。
６）海外における宿泊施設の分類システムは、１つ星や２つ星
よりは４つ星、５つ星が良いという質の格付け(グレード付
け)のシステムであるが、日本では同様の分類システムを導
入することは困難である(山本・大内2011)。
７）国土数値情報は、全国総合開発計画、国土利用計画、国土形
成計画などの国土計画の策定や推進の支援のために、国土
に関する様々な情報を整備、数値化したデータのことであ
り、行政区域、鉄道、道路、河川、地価公示、土地利用メッ
シュなど、国土に関する様々な情報が整備されている。これ
らのデータはインターネットを介して無料でダウンロード
が可能であり、本稿でもダウンロードしたデータを利用し
た。国土数値情報のダウンロードサービスについては、以下
のウェブサイトhttp://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html
(最終閲覧日2012年10月２日)を参照されたい。また、国土数
値情報など、ウェブサイトからダウンロードできる地理空
間データの活用方法は、橋本(2011)で丁寧に解説されてい
る。
８）セントログラフィや最近隣指数とその検定方法について、
数式による表現も含めた具体的な内容は、杉浦(2003)を参
照した。なお、ArcGISを利用した最近隣指数の求め方は高
橋(2005)で解説されている。
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